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〇 5 月 22 日「事業説明会＆研修会」を開催しました 

◆在宅医療における多職種連携、特に ICT ネットワークを活

用した効果的・効率的な情報共有の実現をめざします。 

◆実在の「在宅多職種チーム」にて、タブレットを使用して 

「サイボウズライブ」、「グーグルハングアウト」等による

情報共有を実践し、活用に向けて検証していきます。 

◆事業開始にあたり、いとうまもる診療所（熊取町）院長  

伊 藤 守 先生に実践にむけての講義をいただきました。 
   

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 協力のお願い ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆  

各市町の包括支援センターが幹事となり、各職種の方へモデル

チームへの参画をお願いにあがっております。皆様のご理解と

ご協力をよろしくお願いします。 （※現在は、医師、訪問看護、

ケアマネを中心にチーム編成をお願いしております。） 
    

〇 タブレットチームのご紹介  

【６月】 
◆泉佐野・田尻チーム≪希望の星≫（泉佐野市包括：岩谷氏） 

【医師】新山診療所（新山一秀先生）、【訪問看護】ナース栄光、 

【ケアマネ】ライフサポートあいわ、【薬局】つばさ薬局 

◆熊取チーム《クッキー》（熊取町包括：草竹氏・宮里氏） 

【医師】熊取ファミリークリニック（鈴木一弘先生）、 

【訪問看護】永楽、【ケアマネ】ケアパートナー熊取 

【７月】 
◆泉南チーム《ママちゃん》（泉南市包括「六尾の郷」） 

【医師】西森医院（西森義高先生）、【訪問看護】なでしこりんくう、 

【ケアマネ/デイ】虹、【ヘルパー】みらい、【介護用具】泉州ひまわり 

◆阪南チーム(阪南市包括：國見氏） 

【医師】松若医院（松若良介先生）、【訪問看護】アシスト、 

【ケアマネ】くらしのたすけあいえぷろんの会、【薬局】あおば薬局（駅前店） 

         
 

☆多職種連携会議は、地域の在宅医療・介護に関

わる職種の代表者で構成されています。在宅医

療に係る課題を明確にし、多職種連携により取

り組みを進めています。 

 

〇 7 月 31 日（木）拠点事業実務者会議 

〇 ８月のタブレットチームの稼働 

・「田尻町・泉佐野」チーム 

  ・「熊取町」チーム 

〇 9 月 6 日（土）多職種連携会議 

〇 12 月 20 日(土）多職種連携会議 

 イベント「講演会」計画中！ 

 

【事業実施機関・職種代表】泉佐野泉南医師会、泉佐野泉南歯科医師会、泉佐野薬剤師会、泉南薬剤師会、訪問看護、通所介護、 

理学療法士、作業療法士、ケアマネ連絡会、病院、6 市町行政（高齢介護担当課）・包括支援センター、大阪府泉佐野保健所 他 
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 リレーコラム
第 1 走者は！ 

医師会長 野上浩實先生 

次回の走者は？ 

  松本 英一先生です  

【泉佐野泉南医師会（事務長）】 

 清原 成太さん（Seita Kiyohara） 

平素より、医師会事業にご協力を賜りありがと

うございます。今年度は大阪府医師会の「在宅

医療連携拠点支援事業」の助成をうけ、タブレ

ットを連携の１ツールとして、地域の多職種の

方と「顔の見える関係づくり」の構築をめざし

ております。医師会ではクラウドシステムを活

用した、情報共有を地域連携に導入するため、

ICT 担当者を配置しました。診療所等への個別

でのサポートにも相談に応じておりますので、

ご関心お持ちいただきましたら、お気軽にお問

合せ下さい。 《 連絡先 》 

j-matsumoto@yellow-fibers.jp 

 

暑中お見舞い申し上げます。先ず自己紹介ですが、私はいわゆる団塊の世代

で、性格温厚ですが、自主性に乏しく、皆の意見を集約することを得意として

います。趣味は下手なゴルフですが、最近はあまりラウンドできていません。

何のはずみか、泉佐野泉南医師会の会長になってしまい、1 年余りが経過しま

した。この間、地域のたくさんの人々とつながりができ、地域連携の大切さが

身に染みてわかって参りました。地域の医師会として取り組んでいることは、

１．来るべき超高齢化社会に備えて、地域包括ケアを中心とした多職種連携 

２．がん検診率の向上 ３．糖尿病、心筋梗塞、脳卒中などの連携パス（予防

を含めて）の作成 ４．認知症の予防・治療の普及 を重点項目にあげて鋭意

努力しているところであります。地域の皆様方と「クール・泉州」として、

連携体制を構築していきたいと思います。 

ＷＡＯ(輪を)! 

事業スタッフ紹介「今月の WAO! さん」 


